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6.14 海域植物 

6.14.1 調査 

(1) 調査の概要

1) 文献その他の資料調査

文献その他の資料調査の概要は表-6.14.1 に、調査位置は図-6.14.1に示すとお

りです。 

表-6.14.1 海域植物に係る文献その他の資料調査の概要 

調査項目 調査位置 調査時期 

主な海域植物に

係る生物相の状

況 

海域植物の重要

な種の分布、生育

の状況及び生育

環境の状況 

注目すべき生育

地の分布並びに

当該生育地が注

目される理由で

ある海域植物の

種の生育の状況

及び生育環境の

状況 

【事業者による調査（平成31年～令和2年度、概況調査）】 

藻場 図-6.14.1に示す分

布範囲 

平成31年 2月 5日～2月8日、2

月 10日、2月 12日～2月 24日、

3月20日、3月 24日～25日、令

和2年7月 28日～8月 5日 

【その他】 

上記の調査のほかに、種子島沿岸海域の植物相に関わる既往の文献・資料に

ついても収集・整理を行いました。 
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図-6.14.1 藻場の分布調査位置 
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  2) 現地調査 

現地調査の概要は表-6.14.2に、調査方法は表-6.14.3に、調査位置は図-6.14.2

～図-6.14.4に示すとおりです。 

 

表-6.14.2 海域植物に係る現地調査の概要 

調査項目 調査位置 調査時期 

主な海域植物に係る生

物相の状況 

 

海域植物の重要な種の

分布、生育の状況及び

生育環境の状況 

 

注目すべき生育地の分

布並びに当該生育地が

注目される理由である

海域植物の種の生育の

状況及び生育環境の状

況 

植物プランクトン 図-6.14.2に示す9地

点 

令和3年 5月 26日（春季） 

令和3年 8月 24日（夏季） 

令和3年 11月 3日（秋季） 

令和3年 12月 14日（冬季） 

潮間帯生物 図-6.14.3に示す 

ライン調査：6測線 

坪刈り法または堆積

物採取法：18地点（6

測線×3 地点) 

令和3年5月25日～30日（春季） 

令和3年8月19日～24日（夏季） 

令和3年10月3日～10日（秋季） 

令和3年 12月 2日～8日（冬季） 

海藻草類 図-6.14.4に示す 

ライン調査7測線 

定点調査14地点 

分布調査範囲（スポ

ット法：44地点） 

令和3年 5月 3日～28日（春季） 

令和3年8月16日～9月3日（夏

季） 

令和3年10月2日～11月4日（秋

季） 

令和3年12月2日～22日（冬季） 
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表-6.14.3 海域植物の現地調査の調査方法 

調査項目 調査方法 

植物プラン

クトン 

採水法 満潮時前後に2層（海面下0.5m層、海底上1m層)で 5L程度採水し、

固定したのち沈殿凝縮し、同定及び細胞数の計数を行いました。 

また、クロロフィル量について、「水の汚れ」におけるクロロフィル

量調査結果を利用し、把握しました。 

潮間帯生物 ライン調査（目

視観察)法 

潮間帯に設置した調査測線において目視観察により地形変化と出現

種・被度を記録し、地形断面に沿った生物の出現状況図と出現種リ

ストを作成しました。 

 

坪刈り法また

は堆積物採取

法 

各測線の代表位置3箇所に30cm×30cm 方形枠を設定し、付着生物の

刈り取りあるいは砂礫・転石地の生物を海底表層での堆積物採取法

により採取し、ふるい（目合い1mm)に残った試料を固定したのち同

定、湿重量の測定を行いました。 

海藻草類 ライン調査 サンゴ類のライン調査と同様に潜水目視観察と ROV 方式の水中ビデ

オ撮影により藻場構成種及び海藻草類の出現種及び被度を記録しま

した。ラインの調査範囲は幅 10m、距離 10m を単位とし、底質や水

深の変化と藻場構成種及び海藻草類の出現種及び被度を整理し、断

面図を作成しました。 

定点調査 潜水目視観察により、5m×5m の範囲で海藻草類の出現種及び被度を

記録し、藻場（海草藻場、海藻藻場）の分布状況をスケッチしまし

た。 

分布調査 調査範囲において、浅所では箱メガネを用いた船上からの目視観察

またはマンタ法、海面から海底が確認できない場所ではスポット法

により、海藻草類の主な出現種及び被度等を記録し、藻場（海草藻

場、海藻藻場）の被度別分布図を作成しました。 

 



6-14-5

(1839)

図-6.14.2 植物プランクトンの調査位置 

植物プランクトン調査地点（9地点） 
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図-6.14.3 潮間帯生物の調査位置 
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図-6.14.4 海藻草類の調査位置 
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 (2) 調査結果 

  1) 文献その他の資料調査結果 

海域植物の既存資料(概況調査)の結果を以下に示します。 

なお、その他の調査結果については「第 3 章 3.1.5 動植物の生息又は生育、植

生及び生態系の状況」に記載しています。 

46 科 103 種の海藻草類が確認されました。確認された種一覧は「第 3章 3.1.5

動植物の生息又は生育、植生及び生態系の状況」に示すとおりです。このうち重

要な種は6種が確認され、確認位置を図-6.14.5に示します。 

なお、重要な種の選定基準は表-6.14.11に示します。 

藻場については、藻場構成種（ホンダワラ属、オバクサ属等）は確認されまし

たが、被度5％以上の藻場は確認されませんでした。 
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2) 現地調査結果

(a) 主な海域植物に係る生物相の状況

海域植物の出現種数を表-6.14.4に、出現種一覧を資料編に示します。

現地調査において、合計 552 種の海域植物が確認されました。分類群別には、

植物プランクトン214種、海藻草類338種が確認されました。 

表-6.14.4 海域動物の出現種数（令和3年度） 

 

 

 

植物プランクトン

海藻草類定点調査 212

ライン調査 210

インベントリー調査 252

ライン調査 105

インベントリー調査 228

坪刈り法

海域植物出現種数合計

調査項目 出現種数

海藻草類

海藻草類

潮間帯生物

552

214

278

228

79

338
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a) 植物プランクトン

(ｱ) 出現種

植物プランクトンの出現種一覧は資料編に示し、各調査時期における植物プラ

ンクトンの出現状況を表-6.14.5に示します。 

植物プランクトンは、種まで同定されなかったものも含めて、計 214 種が確認

されました。春季には計 138 種、地点別に 58～76 種（平均 67 種）、夏季には計

144 種、地点別に 53～72 種（平均 62 種）、秋季には計 125 種、地点別に 37～56

種（平均44種）、冬季には計142種、地点別に53～69種（平均62種）が確認さ

れました。 

細胞数（細胞/L）は、春季には地点別に 15,510～60,880 細胞数（平均 36,049

細胞）、夏季には地点別に 10,150～22,630 細胞数（平均 15,317 細胞）、秋季に

は地点別に1,910～5,750細胞数（平均3,399細胞）、冬季には地点別に3,420～

11,080細胞数（平均6,386細胞）が確認されました。 

全調査地点合計の細胞数に占める割合の上位 5 種（組成比 5％以上）を主な出

現種とすると、Haptophyceae、Pseudo-nitzschia spp.、Pseudo-nitzschia pungens、

Chaetoceros spp. (large chain type)、Chaetoceros compressum、Thalassionema 

nitzschioides 、 Nitzschia spp. 、 Pennales 、 Cylindrotheca closterium 、

unidentified flagellates、Bacteriastrum spp.が確認されました。 

表-6.14.5 植物プランクトン出現状況（令和3年度） 

調査時
項目

214

(58 ～ 76) (53 ～ 72) (37 ～ 56) (53 ～ 69)

(15,510 ～ 60,880) (10,150 ～ 22,630) (1,910 ～ 5,750) (3,420 ～ 11,080)
Haptophyceae Haptophyceae Nitzschia  spp. Bacteriastrum  spp.
10,214 (28.3) 2,857 (18.7) 303 (8.9) 519 (8.1)

Pseudo-nitzschia  spp. Pseudo-nitzschia spp. Pennales Nitzschia  spp.
3,619 (10.0) 2,681 (17.5) 297 (8.7) 389 (6.1)

Pseudo-nitzschia pungens Thalassionema nitzschioides Haptophyceae
2,761 (7.7) 2,142 (14.0) 290 (8.5)

Pseudo-nitzschia pungens Cylindrotheca closterium
2,080 (5.8) 1,527 (10.0) 273 (8.0)

Chaetoceros compressum unidentified flagellates
1,968 (5.5) 203 (6.0)

注）1．平均出現種数及び平均細胞数は、全調査地点（1地点につき2層、計18地点）の平均値（最小値～最大値）を示しています。

　2．主な出現種は、全調査地点合計の細胞数に占める割合（組成比）が5％以上の上位5種を示しています。（割合が5％未満の種は示さないため、

　2．5種未満の場合もあります。）

主な出現種の
平均細胞数
（細胞/L）

平均細胞数
（細胞/L）

平均出現種数

四季
合計

Chaetoceros  spp. (large chain type)

36,049 15,317

142
67 62 44 62

調査年度

（　）内は組成比％

令和3年度
春季 夏季 秋季

出現種数 144

冬季
令和3年5月26日 令和3年8月24日 令和3年11月3日 令和3年12月14日

3,399 6,386

138 125
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  b) 潮間帯生物 

  (ｱ) 目視観察 

潮間帯生物（海域植物〈目視観察〉）の出現種一覧は資料編に示し、各調査時

期における潮間帯生物の出現状況を表-6.14.6に示します。なお、「6.16 海域生

態系」において実施したインベントリー調査の結果もあわせて示します。 

潮間帯生物は、種まで同定されなかったものも含めて計 228 種が確認されまし

た。春季には計 156 種であり、潮間帯生物ライン調査で計 59 種、地点別に 17～

32種、インベントリー調査で計156種、地点別に20～72種が確認されました。 

夏季には計 160 種であり、潮間帯生物ライン調査で計 65 種、地点別に 25～37

種、インベントリー調査で計160種、地点別に34～76種が確認されました。 

秋季には計 141 種であり、潮間帯生物ライン調査で計 75 種、地点別に 33～43

種、インベントリー調査で計141種、地点別に23～75種が確認されました。 

冬季には計 151 種であり、潮間帯生物ライン調査で計 89 種、地点別に 42～56

種、インベントリー調査で計151種、地点別に59～101種が確認されました。 

出現頻度の高い種を主な出現種とすると、潮間帯生物ライン調査では、藍藻綱、

サンゴモ科、紅藻綱、アオサ属、ヒトエグサ、イワソメアイモ、イワノカワ科が

確認されました。 

インベントリー調査では、アミジグサ属、フジマツモ科、ヒトエグサ、アオサ

属、ヘライワズタ、ヒメイバラノリ、ウミウチワ属、ヒメモサズキ、ソゾ属、ユ

レモ目、シオグサ属、イワソメアイモ、藍藻綱が確認されました。 

 

表-6.14.6 潮間帯生物（目視観察）出現状況（令和3年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年度
調査時期

項目
228

(17 ～ 32) (25 ～ 37) (33 ～ 43) (42 ～ 56)

(20 ～ 72) (34 ～ 76) (23 ～ 75) (59 ～ 101)
藍藻綱 イワソメアイモ イワソメアイモ イワソメアイモ

サンゴモ科 サンゴモ科 サンゴモ科 アオサ属

紅藻綱 藍藻綱 藍藻綱 サンゴモ科

アオサ属 アオサ属 アオサ属 藍藻綱

ヒトエグサ 紅藻綱 紅藻綱 イワノカワ科

アミジグサ属 ヒメイバラノリ アミジグサ属 イワソメアイモ

フジマツモ科 アオサ属 ソゾ属 藍藻綱

ヒトエグサ アミジグサ属 フジマツモ科 ヒトエグサ

アオサ属 ウミウチワ属 ユレモ目 アオサ属

ヘライワズタ ヒメモサズキ シオグサ属 シオグサ属

注）主な出現種は、出現頻度が高い（確認地点数が多い）上位5種を示しています。

主な出現種

潮間帯生物
調査

インベント
リー調査

89
105

インベント
リー調査

156 160 141 151
228

出現種数 156 160 141 151

調査別
出現種数

潮間帯生物
調査

59 65 75

令和3年度
四季
合計

春季 夏季 秋季 冬季

令和3年5月25日～30日 令和3年8月19日～24日 令和3年10月3日～10日 令和3年12月2日～8日
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(ｲ) 坪刈り法

潮間帯生物（海域植物〈坪刈り法〉）の出現種一覧は資料編に、各調査時期に

おける潮間帯生物の出現状況を表-6.14.7に示します。 

坪刈り法で採取された植物は、種まで同定されなかったものも含めて計79種が

確認されました。春季には計61種、地点別に0～38種（平均8種）、夏季には計

57種、地点別に0～31種（平均7種）、秋季には計27種、地点別に0～17種（平

均5種）、冬季には計29種、地点別に0～17種（平均5種）が確認されました。 

平均湿重量(g/0.09m2)は、春季には地点別に 0.00～117.59g（平均 23.66g）、

夏季には地点別に0.00～26.20g（平均3.72g）、秋季には地点別に0.00～18.18g

（平均 2.02g）、冬季には地点別に 0.00～24.66g（平均 2.83g）が確認されまし

た。 

全調査地点合計の個体数に占める割合の上位 5 種（組成比 5％以上）を主な出

現種とすると、ヒトエグサ、キクソゾ、ユレモ目、藍藻綱、アオサ属、コケモド

キ、ハイコナハダ、ハイテングサ、ヒメテングサが確認されました。 

表-6.14.7 潮間帯生物（坪刈り法：植物）出現状況（令和3年度） 

調査時期
項目

79

(0 ～ 38) (0 ～ 31) (0 ～ 17) (0 ～ 17)

(0.00 ～ 117.59) (0.00 ～ 26.20) (0.00 ～ 18.18) (0.00 ～ 24.66)
ヒトエグサ 藍藻綱 藍藻綱 藍藻綱

9.65 (40.8) 1.51 (40.5) 0.97 (48.3) 1.42 (50.1)
キクソゾ コケモドキ ユレモ目 ユレモ目

4.33 (18.3) 0.70 (18.7) 0.46 (22.9) 0.75 (26.3)
ユレモ目 ハイコナハダ コケモドキ アオサ属

3.14 (13.3) 0.39 (10.5) 0.20 (9.7) 0.23 (8.1)
藍藻綱 ハイテングサ ハイテングサ ヒトエグサ

1.89 (8.0) 0.25 (6.7) 0.15 (7.2) 0.14 (5.1)
アオサ属

1.47 (6.2) 0.13 (6.4)

注)1. 平均出現種数、平均個体数及び平均湿重量欄には、調査層平均（最小値～最大値）を示しています。

2. 主な出現種には、組成比で5％以上の上位5種を示しています。（組成比が5％未満の種は示さないため、5種未満の場合もあります。）

3. 植物の主な出現種の平均湿重量は、測定下限値未満は「0」として計算し、小数第2位まで示しています。

29

ヒメテングサ

8 7 5 5

2.83

植
物

出現種数 61 57 27

平均湿重量
(g/0.09㎡)

23.66 3.72 2.02

主な出現種の

平均湿重量
(g/0.09㎡)

（　）内は
組成比％

平均出現種数

調査年度 令和3年度
春季 夏季 秋季 冬季

令和3年5月25日～30日 令和3年8月19日～24日 令和3年10月3日～10日 令和3年12月2日～8日

四季
合計
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c) 海藻草類

(ｱ) 出現種

海藻草類の出現種一覧は資料編に示し、各調査時期における海藻草類の出現状

況を表-6.14.8に示します。 

なお、「6.16海域生態系」において実施したインベントリー調査の結果もあわ

せて示します。 

海藻草類は、種まで同定されなかったものも含めて計278種が確認されました。

春季には計214種であり、海藻草類定点調査で計145種、地点別に41～67種、ラ

イン調査で計 151 種、地点別に 90～113 種、インベントリー調査で計 185 種、地

点別に60～95種が確認されました。 

夏季には、計223種であり、海藻草類定点調査で計128種、地点別に35～60種、

ライン調査で計 159 種、地点別に 75～114 種、インベントリー調査で計 180 種、

地点別に47～84種が確認されました。 

秋季には、計199種であり、海藻草類定点調査で計137種、地点別に42～70種、

ライン調査で計 151 種、地点別に 83～111 種、インベントリー調査で計 168 種、

地点別に48～82種が確認されました。 

冬季には、計206種であり、海藻草類定点調査で計128種、地点別に36～61種、

ライン調査で計 165 種、地点別に 80～126 種、インベントリー調査で計 177 種、

地点別に57～86種が確認されました。 

出現頻度の高い種を主な出現種とすると、海藻草類定点調査では、アミジグサ

属、コケイワズタ、サンゴモ目（無節サンゴモ類）、シオグサ属、ジガミグサ、

シワヤハズ、ソゾ属、ハイオオギ属、フタエオオギ、フデノホが確認されました。 

ライン調査では、アミジグサ属、イワノカワ科、サンゴモ目（無節サンゴモ類）、

ソゾ属、ハイオオギ属、フタエオオギ、フデノホが確認されました。 

インベントリー調査では、アミジグサ属、ウラボシヤハズ、サキビロアミジ、

サンゴモ目（無節サンゴモ類）、シオグサ属、ジガミグサ、シワヤハズ、ハイオ

オギ属、フタエオオギ、フデノホ、藍藻綱が確認されました。 
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表-6.14.8 海藻草類出現状況（令和3年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (ｲ) 分布状況 

ホンダワラ藻場の分布面積を表-6.14.9に、分布状況を図-6.14.6に示します。 

被度 5～25％のホンダワラ藻場は、春季に島の南東部、東部、西部で 37.0ha、

冬季に南東部で 1.1ha 確認されました。夏季と秋季には被度 5％以上のホンダワ

ラ藻場は確認されませんでした。 

また、調査海域において、海草藻場やその他の海藻藻場は確認されませんでし

た。 

 

表-6.14.9 ホンダワラ藻場の分布面積 

 

 

 

 

 

 

春季 夏季 秋季 冬季

5-25％ 37.0 0 0 1.1

被度
分布面積（ha）

調査年度
調査時期

項目
278

(41 ～ 67) (35 ～ 60) (42 ～ 70) (36 ～ 61)
151 165

(90 ～ 113) (75 ～ 114) (83 ～ 111) (80 ～ 126)

(60 ～ 95) (47 ～ 84) (48 ～ 82) (57 ～ 86)
ハイオオギ属 フデノホ シオグサ属 フデノホ

ジガミグサ シワヤハズ シワヤハズ シワヤハズ

サンゴモ目（無節サンゴモ類）アミジグサ属 アミジグサ属 アミジグサ属

ソゾ属 フタエオオギ ハイオオギ属 フタエオオギ

コケイワズタ ハイオオギ属 ジガミグサ ハイオオギ属

アミジグサ属 サンゴモ目（無節サンゴモ類）サンゴモ目（無節サンゴモ類）サンゴモ目（無節サンゴモ類）

イワノカワ科 アミジグサ属 アミジグサ属 イワノカワ科

サンゴモ目（無節サンゴモ類）イワノカワ科 イワノカワ科 ソゾ属

ソゾ属 ソゾ属 ソゾ属 アミジグサ属

フタエオオギ ハイオオギ属 フデノホ ハイオオギ属

シワヤハズ 藍藻綱 シオグサ属 藍藻綱

アミジグサ属 フデノホ フデノホ フデノホ

ハイオオギ属 ウラボシヤハズ ウラボシヤハズ シワヤハズ

ジガミグサ シワヤハズ シワヤハズ アミジグサ属

サンゴモ目（無節サンゴモ類）アミジグサ属 サキビロアミジ フタエオオギ

注）主な出現種は、出現頻度が高い（確認地点数が多い）上位5種を示しています。

210

252

主な出現種

海藻草類
定点調査

インベント
リー調査

インベント
リー調査

185 180 168 177

調査別
出現種数

128
202

ライン調査

199

151

206

159

海藻草類
定点調査

145 128 137

ライン調査

令和3年度
四季
合計

春季 夏季 秋季 冬季

令和3年5月3日～28日 令和3年8月16日～9月3日 令和3年10月2日～11月4日 令和3年12月2日～22日
出現種数 214 223
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図-6.14.6（1） ホンダワラ藻場の分布状況図（春季） 
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図-6.14.6（2） ホンダワラ藻場の分布状況図（冬季） 
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 (3) 海域植物の重要な種等 

  1) 海域植物の重要な種の分布、生育の状況及び生育環境の状況 

既存資料（概況調査)及び現地調査において、確認された重要な種を表-6.14.10

に示します。また、その確認地点図を資料編に示しました。 

なお、「6.16 海域生態系」において実施したインベントリー調査で確認された

重要な種もあわせて示し、重要な種の選定基準は表-6.14.11に、生態情報は表

-6.14.17に示します。 

調査範囲全体で確認された海域植物の重要な種は23種でした。 

 

表-6.14.10 確認された重要な種 

 

 

 

令和2
年度

概況 春季 夏季 秋季 冬季
文化財
保護法

文化財
保護条例

種の
保存法

県条例 国RL
国RL

(海洋)
県RDB

1 ヒメミドリゲ ◯ NT
2 タンポヤリ ◯ NT 準絶
3 ホソバロニア ◯ ◯ ◯ ◯ NT 準絶
4 ヒナイワズタ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ VU 絶Ⅱ類
5 クビレズタ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ DD 不足
6 イトゲノマユハキ ◯ ◯ NT 準絶
7 ヒナマユハキモ ◯ ◯ NT
8 ヒメヤハズ ◯ ◯ ◯ ◯ DD 不足
9 ウミボッス ◯ ◯ ◯ CR+EN
10 コナハダモドキ ◯ ◯ ◯ ◯ DD 不足
11 ケコナハダ ◯ VU 絶Ⅱ類
12 ホソバノガラガラモドキ ◯ ◯ DD 不足
13 アケボノモズク ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ DD 不足
14 ハイコナハダ ◯ ◯ ◯ ◯ NT 準絶
15 フイリグサ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ DD 不足
16 アツバノリ ◯ ◯ ◯ ◯ DD 不足
17 トゲキリンサイ ◯ ◯ ◯ ◯ DD 不足
18 トサカノリ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ NT 準絶
19 エツキアヤニシキ ◯ ◯ ◯ DD 不足
20 ツクシホウズキ ◯ ◯ ◯ ◯ NT 準絶
21 ハナヤナギ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ VU 絶Ⅱ類
22 フクレソゾ ◯ ◯ ◯ ◯ DD
23 タカサゴソゾ ◯ ◯ DD

6種 17種 19種 19種 18種 0種 0種 0種 0種 23種 0種 18種確認種数

重要な種選定基準
No. 種名

令和3年度
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表-6.14.11 重要な種（植物）選定基準 
選定根拠 カテゴリー 

略号 名称 記号 区分 

（1） 文化財保護法 
「文化財保護法」 

（昭和25年5月30日法律第214号） 

特 特別天然記念物指定種 

天 天然記念物指定種 

（2） 
文化財保護 

条例 

「鹿児島県文化財保護条例」 

（昭和30年12月 26日鹿児島県条例第48号） 
天 天然記念物指定種 

「西之表市文化財保護条例」 

（昭和53年3月27日西之表市条例第5号） 
天 天然記念物指定種 

「中種子町文化財保護条例」 

（昭和53年6月28日中種子町条例第21号） 
天 天然記念物指定種 

「南種子町文化財保護条例」 

（昭和53年3月30日南種子町条例第9号） 
天 天然記念物指定種 

（3） 種の保存法 
「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存

に関する法律」 

（平成4年6月5日法律第75号） 

国内 国内希少野生動植物種 

国際 国際希少野生動植物種 

緊急 緊急指定種 

（4） 県条例 
「鹿児島県希少野生動植物の保護に関する条

例」 

（平成15年鹿児島県条例第11号） 

鹿児島県指定希少野生動植物 

（5） 国RL 

「日本の絶滅のおそれのある野生生物の種の

リスト（環境省レッドリスト2020）」 

「環境省レッドリスト2020補遺資料」 

（令和2年3月、環境省）  

EX 絶滅 

EW 野生絶滅 

CR+EN 絶滅危惧Ⅰ類 

CR 絶滅危惧ⅠA類 

EN 絶滅危惧ⅠB類 

VU 絶滅危惧Ⅱ類 

NT 準絶滅危惧 

DD 情報不足 

LP 
絶滅のおそれのある地域個

体群 

（6） 
国RL 

(海洋) 

「環境省版海洋生物レッドリスト(2017)」 

（平成29年3月、環境省） 

EX 絶滅 

EW 野生絶滅 

CR 絶滅危惧ⅠA類 

EN 絶滅危惧ⅠB類 

VU 絶滅危惧Ⅱ類 

NT 準絶滅危惧 

DD 情報不足 

LP 
絶滅のおそれのある地域個

体群 

（7） 県RDB 

「改訂・鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動

植物 植物編─鹿児島県レッドデータブック

2016─」 

（平成28年3月、鹿児島県） 

絶滅 絶滅 

野絶 野生絶滅 

絶Ⅰ類 絶滅危惧Ⅰ類 

絶Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 

準絶 準絶滅危惧 

不足 情報不足 

消滅 消滅（地域個体群） 

野消 野生消滅（地域個体群） 

消Ⅰ類 消滅危惧Ⅰ類（地域個体群） 

消Ⅱ類 消滅危惧Ⅱ類（地域個体群） 

準消 準消滅危惧（地域個体群） 

不足（地） 情報不足（地域個体群） 

分布 分布特性上重要 
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2) 注目すべき生育地の分布並びに当該生育地が注目される理由である海域植物の

種の生育の状況及び生育環境の状況

馬毛島沿岸域は、環境省により「生物多様性の観点から重要度の高い海域」とし

て、鹿児島県により「鹿児島県の重要な干潟」として選定されています。その他に、

天然記念物等で指定されている生育地の分布は確認されませんでした。 

「生物多様性の観点から重要度の高い海域」は、貝類の多様性が高いことから選

定されています。海藻草類定点調査、ライン調査、潮間帯生物調査及びインベント

リー調査において、潮間帯で計228種、海域で計278種の海藻草類が確認されまし

た。 

「鹿児島県の重要な干潟」では「大川川等の小規模河川の河口域」が選定されて

いますが、大川川については既に失われていることが報告されています（馬毛島環

境問題対策編集委員会、2010）。「6.11 陸域動物」における調査水域 R3 と R4 の

河口前面も含めて、馬毛島の周囲で潮間帯調査を実施し、計228種の海藻草類（潮

間帯生物：目視観察）が確認されました。 

出典：鹿児島県（2016）.改訂・鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 植物編 鹿児島県レッドデータブッ

ク2016.

環境省ウェブサイト.生物多様性の観点から重要度の高い海域:

https://www.env.go.jp/nature/biodic/kaiyo-hozen/kaiiki/index.html.

馬毛島環境問題対策編集委員会（2010）.馬毛島、宝の島 豊かな自然、歴史と乱開発.



6-14-22 

(1856) 

6.14.2 予測 

 (1) 工事の実施 

  1) 予測の概要 

工事の実施による海域植物に係る予測の概要は、表-6.14.12に示すとおりです。 

 

表-6.14.12 海域植物に係る予測の概要 

項 目 内 容 

予測対象 海域植物の重要な種、ホンダワラ藻場 

影響要因 

［工事中］ 

・造成等の施工による一時的な影響 

・建設機械の稼働 

予測地域 

調査地域のうち、海域植物の生育の特性を踏まえ、影響要因毎に重要

な種、ホンダワラ藻場に係る環境影響を受けるおそれがあると認められ

る地域とします。 

予測対象時期等 

海域植物の生育の特性を踏まえて重要な種、ホンダワラ藻場に係る環

境影響を的確に把握できる時期とします。 

［工事中］ 

1)造成等の施工による一時的な影響 

工事による水の濁りの発生量が最大となる時期とします。 

2)建設機械の稼働 

建設機械の稼働による水の濁りの発生量が最大となる時期とします。 

予測の手法 

海域植物の重要な種やホンダワラ藻場について、対象事業の特性に基

づき、分布域または生育環境に及ぼす改変の程度を踏まえ、類似の事例

や既存の知見等を参考に、対象事業の実施等が海域植物に及ぼす影響を

定性的に予測します。 
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  2) 予測方法 

  (a) 予測項目の選定 

工事の実施による、海域植物の予測の概要を示した表-6.14.12から、予測項目

を検討するために図-6.14.7を作成しました。この検討から、造成等の施工による

一時的な影響及び建設機械の稼働については水の濁り・土砂の堆積が考えられま

す。よって、これらを予測項目として選定し、表-6.14.13に示します。また、予

測の前提を表-6.14.14に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.14.7 工事の実施における海域植物に係る予測項目の検討 

 

 

表-6.14.13 工事の実施における海域植物に係る予測項目の選定 

影響要因 予測項目 

造成等の施工による一時的な影響 水の濁り・土砂の堆積 

建設機械の稼働 水の濁り・土砂の堆積 

 

 

水の濁り・土砂の堆積【造成等の施工による一時的な影響】

【建設機械の稼働】

影響要因
海域植物の重要な種に
及ぼす影響の予測項目
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表-6.14.14（1） 予測の前提（工事の実施） 
予測の前提 

水
の
濁
り
・
土
砂
の
堆
積
①
（
海
上
工
事
の
実
施
） 

「6.7 水の濁り」で工事中のピーク時における SS 拡散について予測を行いました。 

水産用水基準（(社)日本水産資源保護協会、2018)によると、人為的に加えられる懸濁物質は

2mg/L 以下と定められているため、SSの寄与濃度が「日平均値2mg/L以上」を基準としました。濁

りが最も拡散する第1層の予測結果は下記に示すとおりであり、仮設桟橋A、B周辺において、日平

均2mg/L以上の濁りがみられました。 

なお、当該海域における現地調査でのSSは平常時に1mg/L未満～3mg/Lでした。 

また、「6.8 底質」で工事中のピーク時における土砂の堆積量について予測を行いました。 

予測の結果は下記に示すとおりであり、仮設桟橋A、B、C及び港湾施設周辺において、1ヶ月で1

㎜以上の堆積が確認され、最大5mm以上の堆積が局所的に確認されました。 

水産用水基準（（社）日本水産資源保護協会、2018）によると、ワカメの場合、堆積泥層の厚

さが 0.3mm 程度で配偶体の着生、発芽に影響を及ぼすとされています。このため、堆積は「0.3mm

以上」を基準としました。 

上記を踏まえ、SS 濃度が「日平均値で 2mg/L 以上」となる範囲及び工事中の堆積量が「0.3mm 以

上（1 ヶ月当たり）」となる範囲について、夏季及び冬季の予測結果を重ね合わせて、最も拡散する

範囲を影響範囲として抽出しました。 

東揚陸施設においては、ピーク時には工事が実施されておらず、実際には床掘により濁りが発生

します。負荷量を算出したところ、最も負荷量が多い係留施設南防波堤（堆積量0.3mm以上が約200m

拡散）の1/10程度であったことから、影響範囲は施設から20mの範囲としました。西揚陸施設では

海域の工事はわずかな範囲であることから、濁りの発生による影響は軽微であると考え、影響を受

ける範囲からは除外しました。 

なお、予測結果は、ピーク時の工事箇所から発生する水の濁りの拡散範囲及び土砂の堆積範囲を

示しているため、重要な種の抽出にあたっては、基礎捨石工を実施する区域周辺で確認された種は

影響を受ける可能性があるとしました。 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SS日平均濃度（2mg/L以上）拡散範囲          1ヶ月の堆積量 

工事のピーク時（1年次1ヶ月目、夏季） 

 
注）実際の 1 年次 1 ヶ月目の時点では施工完了している箇所はありませんが、SS 負荷源の位置と施工箇所との

対応関係を分かり易くするため、港湾施設と仮設桟橋施設を重ね描いています。 
出典：公益社団法人日本水産資源保護協会（2018）.水産用水基準第8版 2018年版. 

仮設桟橋A,B 

仮設桟橋C 

係留施設 

仮設桟橋A,B 

仮設桟橋C 

係留施設 

東揚陸施設 

西揚陸施設 
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表-6.14.14（2） 予測の前提（工事の実施） 
予測の前提 

水
の
濁
り
・
土
砂
の
堆
積
①
（
海
上
工
事
：
平
常
時
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SS日平均濃度（2mg/L以上）拡散範囲          1ヶ月の堆積量 

工事のピーク時（1年次1ヶ月目、冬季） 

 
注）実際の1年次 1ヶ月目の時点では施工完了している箇所はありませんが、SS負荷源の位置と施工箇所との

対応関係を分かり易くするため、港湾施設と仮設桟橋施設を重ね描いています。 

 

仮設桟橋A,B 

仮設桟橋C 

係留施設 

 

 

仮設桟橋A,B 

仮設桟橋C 

係留施設 

東揚陸施設 

西揚陸施設 
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表-6.14.14（3） 予測の前提（工事の実施） 
予測の前提 

水
の
濁
り
・
土
砂
の
堆
積
②
（
陸
上
工
事
：
降
雨
時
） 

「6.7 水の濁り」及び「6.8 底質」で陸上工事に伴い発生する水の濁り・土砂の堆積（降雨

時）について予測を行いました。陸上工事に伴い発生する水の濁り（降雨時）については、土

砂等流出防止対策として仮設沈砂池等を設置し濁水処理施設で、SS 濃度 25mg/L 以下に処理し

たのち、海域に排水します。陸上工事に伴い発生する水の濁り・土砂の堆積（降雨時）の予測

結果は以下に示すとおりです。 

海上工事と同様に、SSの寄与濃度は「日平均値2mg/L以上」を基準とし、堆積厚は「0.3mm以上」

を基準としました。SS 濃度が「日平均値で2mg/L以上」となる範囲及び「1日当たりの堆積量が0.3mm

以上」となる範囲について、夏季及び冬季の予測結果を重ね合わせて、最も拡散する範囲を影響範

囲として抽出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SS（2mg/L以上）拡散範囲           1日当たりの堆積量 

降雨時（1年次7～8ヶ月目、夏季、最大値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SS（2mg/L以上）拡散範囲           1日当たりの堆積量 

降雨時（1年次7～8ヶ月目、冬季、最大値） 
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  (b) 予測対象種の選定 

既存資料（概況調査)及び現地調査結果によると、表-6.14.15の選定基準に示す

重要な種に該当するものとして、海域植物では 23 種が確認されています。なお、

ホンダワラ藻場も予測対象としました。海域植物の予測対象種を表-6.14.16に、

予測対象種の生態情報を表-6.14.17に示します。 

 

表-6.14.15 重要な種の選定基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-6.14.16 海域植物の予測対象種 

 

 

ｱ） 国指定特別天然記念物、国指定天然記念物に指定されている種 

ｲ） 鹿児島県指定天然記念物、西之表市、中種子町、南種子町指定天然記念物に指定されて

いる種 

ｳ） 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年法律第 75 号）に

おける指定種 

ｴ） 「鹿児島県希少野生動植物の保護に関する条例」 （平成15年鹿児島県条例第11号）で

の選定種 

ｵ） 「日本の絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト （環境省レッドリスト2020）」（環境

省、令和2年）での選定種 

ｶ） 「環境省版海洋生物レッドリスト（2017）」（環境省、平成29 年）での選定種 

ｷ） 「改訂・鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 植物編-鹿児島県レッドデータブッ

ク2016-」（鹿児島県、平成28年）での選定種 

令和2
年度

概況 春季 夏季 秋季 冬季
文化財
保護法

文化財
保護条例

種の
保存法

県条例 国RL
国RL

(海洋)
県RDB

1 ヒメミドリゲ ◯ NT
2 タンポヤリ ◯ NT 準絶
3 ホソバロニア ◯ ◯ ◯ ◯ NT 準絶
4 ヒナイワズタ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ VU 絶Ⅱ類
5 クビレズタ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ DD 不足
6 イトゲノマユハキ ◯ ◯ NT 準絶
7 ヒナマユハキモ ◯ ◯ NT
8 ヒメヤハズ ◯ ◯ ◯ ◯ DD 不足
9 ウミボッス ◯ ◯ ◯ CR+EN
10 コナハダモドキ ◯ ◯ ◯ ◯ DD 不足
11 ケコナハダ ◯ VU 絶Ⅱ類
12 ホソバノガラガラモドキ ◯ ◯ DD 不足
13 アケボノモズク ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ DD 不足
14 ハイコナハダ ◯ ◯ ◯ ◯ NT 準絶
15 フイリグサ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ DD 不足
16 アツバノリ ◯ ◯ ◯ ◯ DD 不足
17 トゲキリンサイ ◯ ◯ ◯ ◯ DD 不足
18 トサカノリ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ NT 準絶
19 エツキアヤニシキ ◯ ◯ ◯ DD 不足
20 ツクシホウズキ ◯ ◯ ◯ ◯ NT 準絶
21 ハナヤナギ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ VU 絶Ⅱ類
22 フクレソゾ ◯ ◯ ◯ ◯ DD
23 タカサゴソゾ ◯ ◯ DD

6種 17種 19種 19種 18種 0種 0種 0種 0種 23種 0種 18種確認種数

重要な種選定基準
No. 種名

令和3年度
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表-6.14.17（1） 予測対象種の生態情報 
No. 種名 分布 生態情報 

1 ヒメミドリゲ 国外では中国、台湾、東南アジ

ア、オーストラリア、熱帯太平

洋、インド洋、カリフォルニア、

西大西洋に分布する。国内では

沖縄島と宮古島でのみ確認さ

れている。 

岩礁の潮間帯中部に叢生する。また他のミドリゲ

類の藻体上にも着生する。特に夏場に見られる。 

2 タンポヤリ 薩南諸島、南西諸島、台湾、フ

ィリピン、ミクロネシア。 
サンゴ礁リーフの礁池の岩陰や、漸深帯の水深15m

までの岩上に生育する。 

3 ホソバロニア 南西諸島、八丈島、台湾、フィ

リピン、インドネシア。 
サンゴ礁リーフの礁池の岩上に生育する。 

4 ヒナイワズタ 本州中南部太平洋岸、南西諸

島、伊豆諸島、太平洋及びイン

ド洋熱帯域 

潮間帯下部から水深 10m 前後の岩上や砂礫上に見

られる。サンゴ礁リーフでは礁斜面に見られる。 

5 クビレズタ 九州南部、南西諸島、太平洋及

びインド洋熱帯域。 
サンゴ礁リーフの礁池の岩上や砂礫上、漸深帯上

部の岩上に生育する。 

6 イトゲノマユ

ハキ 
本州中南部太平洋沿岸、八丈

島、南西諸島、台湾、フィリピ

ン、インド洋 

サンゴ礁リーフの礁池の岩上や漸深帯上部の岩上

に生育する。 

7 ヒナマユハキ

モ 
先島諸島固有種（宮古島、石垣

島、波照間島<タイプ産地>）。 
宮古島及び石垣島では、潮間帯下部付近の平坦な

岩礁上に局所的に生育する。本種はマユハキモの

変種になる可能性もあり、分類学的な再検討の必

要がある。 

8 ヒメヤハズ 南西諸島、伊豆諸島、太平洋熱

帯域。 
漸深帯の岩上に生育する。 

9 ウミボッス 種子島、与論島、沖縄島、宮古

島、ハワイ諸島。 
サンゴ礁の漸深帯に生育しているため、採集例は

少ない。生活史は不明。 

10 コナハダモド

キ 
九州南部（鹿児島県甑島、宇治

群島、馬毛島）、沖縄島、台湾、

ハワイ、ニューカレドニア、東

オーストラリア、モーリシャス

諸島。 

漸深帯の岩上に生育する。 

11 ケコナハダ 本州南部太平洋岸、四国、九州

南部、南西諸島、太平洋熱帯域、

インド洋、大西洋。 

岩礁域の漸深帯上部の岩上やサンゴ礁リーフ内の

礁池に見られる 

12 ホソバノガラ

ガラモドキ 
小笠原諸島（父島）、馬毛島、

奄美諸島、台湾、フィリピン、

グアム 

漸深帯の岩上に生育する。 

13 アケボノモズ

ク 
九州、南西諸島、伊豆諸島、太

平洋熱帯域。 
漸深帯の岩上に生育する。 

14 ハイコナハダ 九州南部、南西諸島、小笠原諸

島、太平洋熱帯域、インド洋。 
外海に面した岩礁やサンゴ礁原の潮間帯中部の岩

上に生育する。マット状の群落となる。 

15 フイリグサ 本州中南部太平洋岸、九州、伊

豆諸島、南西諸島、太平洋及び

インド洋熱帯域。 

漸深帯の岩上に生育する。 

16 アツバノリ 本州中南部太平洋岸、九州、四

国、南西諸島、太平洋及びイン

ド洋熱帯域。 

漸深帯の岩上に生育する。 

17 トゲキリンサ

イ 
本州中南部太平洋岸、九州、四

国、伊豆諸島、南西諸島、太平

洋熱帯域、インド洋。 

漸深帯の岩上に生育する。 



6-14-29 

(1863) 

表-6.14.17（2） 予測対象種の生態情報 
No. 種名 分布 生態情報 

18 トサカノリ 本州中南部太平洋岸、四国、九

州、南西諸島、伊豆諸島、韓国、

台湾、フィリピン、インド洋、

紅海。 

水深5～30mにかけての漸深帯の岩上に生育する。 

19 エツキアヤニ

シキ 
九州南部、南西諸島、太平洋熱

帯域。 
漸深帯の岩上に生育する。 

20 ツクシホウズ

キ 
本州中南部太平洋岸、四国、九

州、南西諸島、東南アジア、イ

ンド洋。 

潮間帯下部の岩の割れ目等に生育する。いくつも

の個体が密生して群落を形成する。 

21 ハナヤナギ 本州南部太平洋岸、九州南部、

南西諸島、太平洋熱帯域。 
潮間帯下部から水深 3m 前後にかけての岩上に生

育する。マット状の群落を形成する。 

22 フクレソゾ 熱帯海域（フィリピン、中国南

部、カロリン諸島、マーシャル

諸島、ソロモン諸島、インドネ

シア、オーストラリア、ハワイ）

に広く分布。国内では与那国

島、宮古島、沖縄島。 

干潟や内湾の低潮線付近から水深 2m にかけて、

海草藻場の海草や礫等に着生する。 

23 タカサゴソゾ 国内では伊豆諸島、久米島。国

外では台湾（紅頭嶼：タイプ産

地）、フィリピン。 

平坦な岩礁性海岸で低潮線付近の礁面に散在的に

着生する。生育する範囲は狭い。 

注）分布及び生態情報は、主に以下の資料を参考にしました。   

 鹿児島県（2016）.改訂・鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 植物編 鹿児島県レッドデータブック2016. 

 環境省（2015）.レッドデータブック2014 日本の絶滅のおそれのある野生生物 9 植物II 蘚苔類・藻類・地衣類・

菌類. 

 南種子町（1987）.南種子町郷土誌. 

 中種子町（1971）.中種子町郷土誌 付録 種子島の動植物. 

 沖縄県（2018）.改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 第3版 菌類編・植物編 レッドデータおきなわ. 
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  3) 予測結果 

  (a) 重要な種 

重要な種（海域植物）は、水の濁り・土砂の堆積による影響について予測を行

いました。 

 

  a) 水の濁り・土砂の堆積 

  (ｱ) 海上工事に伴い発生する水の濁り・土砂の堆積（平常時） 

「6.7水の濁り」及び「6.8底質」の予測結果を踏まえ、海上工事に伴い発生す

る水の濁り・土砂の堆積（平常時）による海域植物への影響範囲は表-6.14.14に

示すとおりであり、この範囲に生育することが確認されている重要な種は表

-6.14.18に示すとおりです。 

この範囲において確認された20種については、重要な種それぞれの生育につい

ての水の濁り・土砂の堆積の許容値は明らかでないことから、影響の程度は不明

ですが、これらの種の生育域の一部について、生育状況が変化するおそれがあり

ます。 

この範囲のみで確認されたケコナハダとホソバノガラガラモドキについては、

重要な種それぞれの生育についての水の濁り・土砂の堆積の許容値は明らかでな

いことから、影響の程度は不明ですが、これらの種の生育域の一部について、生

育状況が変化するおそれがあると予測しました。その他の種は、この範囲以外に

おいても確認されていることから、生育状況は維持されると予測しました。 
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表-6.14.18 海上工事に伴う水の濁り及び土砂の堆積（平常時）の影響 

が想定される重要な種の確認状況 

 

海藻草類 1 ヒナイワズタ ○ ○
2 クビレズタ ○ ○
3 イトゲノマユハキ ○ ○
4 ヒナマユハキモ ○ ○
5 ヒメヤハズ ○ ○
6 ウミボッス ○ ○
7 コナハダモドキ ○ ○
8 ケコナハダ ○
9 ホソバノガラガラモドキ ○
10 アケボノモズク ○ ○
11 ハイコナハダ ○ ○
12 フイリグサ ○ ○
13 アツバノリ ○ ○
14 トゲキリンサイ ○ ○
15 トサカノリ ○ ○
16 エツキアヤニシキ ○ ○
17 ツクシホウズキ ○ ○
18 ハナヤナギ ○ ○
19 フクレソゾ ○ ○
20 タカサゴソゾ ○ ○

種類数 20 18

分類 No. 種名

範囲内 範囲外

水の濁り及び土砂の堆
積の影響が想定される

範囲での確認状況
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  (ｲ) 陸上工事に伴い発生する水の濁り・土砂の堆積（降雨時） 

「6.7水の濁り」及び「6.8底質」の予測結果を踏まえ、陸上工事に伴い発生す

る水の濁り・土砂の堆積（降雨時）による海域植物への影響範囲は表-6.14.14に

示すとおりであり、この範囲において確認された重要な種は表-6.14.19に示すと

おりです。 

この範囲のみで確認されたケコナハダとホソバノガラガラモドキについては、

重要な種それぞれの生育についての水の濁り・土砂の堆積の許容値は明らかでな

いことから、影響の程度は不明ですが、これらの種の生育域の一部について、生

育状況が変化するおそれがあると予測しました。その他の14種は、この範囲以外

においても確認されていることから、生育状況は維持されると予測しました。 

 

表-6.14.19 陸上工事に伴う水の濁り及び土砂の堆積（降雨時）の影響 

が想定される重要な種の確認状況 

 

海藻草類 1 ヒナイワズタ ○ ○
2 クビレズタ ○ ○
3 コナハダモドキ ○ ○
4 ケコナハダ ○
5 ホソバノガラガラモドキ ○
6 アケボノモズク ○ ○
7 ハイコナハダ ○ ○
8 フイリグサ ○ ○
9 アツバノリ ○ ○
10 トゲキリンサイ ○ ○
11 トサカノリ ○ ○
12 エツキアヤニシキ ○ ○
13 ツクシホウズキ ○ ○
14 ハナヤナギ ○ ○
15 フクレソゾ ○ ○
16 タカサゴソゾ ○ ○

種類数 16 14

分類 No. 種名

範囲内 範囲外

水の濁り及び土砂の堆
積の影響が想定される

範囲での確認状況
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  (b) ホンダワラ藻場 

ホンダワラ藻場は、水の濁り・土砂の堆積による影響について予測を行いまし

た。 

 

  a) 水の濁り・土砂の堆積 

  (ｱ) 海上工事に伴い発生する水の濁り・土砂の堆積（平常時） 

「6.7水の濁り」及び「6.8底質」の予測結果を踏まえ、海上工事に伴い発生す

る水の濁り・土砂の堆積（平常時）による海域植物への影響範囲は表-6.14.14に

示すとおりであり、この範囲とホンダワラ藻場の分布範囲を重ね合わせた結果は

図-6.14.8に示すとおりです。 

ホンダワラ藻場の一部はこの範囲内で確認され、藻場構成種それぞれの生育に

ついての水の濁りの許容値は明らかでないことから、影響の程度は不明ですが、

生育状況が変化するおそれがあると予測しました。 

 

  (ｲ) 陸上工事に伴い発生する水の濁り・土砂の堆積（降雨時） 

「6.7水の濁り」及び「6.8底質」の予測結果を踏まえ、陸上工事に伴い発生す

る水の濁り・土砂の堆積（降雨時）による海域植物への影響範囲は表-6.14.14に

示すとおりであり、この範囲とホンダワラ藻場の分布範囲を重ね合わせた結果は

図-6.14.9に示すとおりです。 

ホンダワラ藻場はこの範囲内でほとんど確認されず、生育環境の変化はほとん

どないと予測しました。 
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図-6.14.8 海上工事に伴う水の濁り・土砂の堆積（平常時）による影響 

を受ける可能性がある範囲とホンダワラ藻場分布範囲 
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図-6.14.9 陸上工事に伴う水の濁り・土砂の堆積（降雨時）による影響 

を受ける可能性がある範囲とホンダワラ藻場分布範囲 
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 (2) 飛行場及びその施設の存在及び供用 

  1) 予測の概要 

施設の存在及び供用における海域植物に係る予測の概要は、表-6.14.20に示すと

おりです。 

 

表-6.14.20 海域植物に係る予測の概要（施設の存在及び供用） 

項目 内容 

予測対象 海域植物の重要な種、ホンダワラ藻場 

影響要因 

［存在・供用時］ 

・飛行場及びその施設の存在 

・飛行場の施設の供用 

予測地域 

調査地域のうち、海域植物の生育の特性を踏まえ、影響要因毎に重要な

種やホンダワラ藻場に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる

地域とします。 

予測対象時期等 

海域植物の生育の特性を踏まえて重要な種や主要なホンダワラ藻場に

係る環境影響を的確に把握できる時期とします。 

［存在・供用時］ 

1)飛行場及びその施設の存在 

飛行場施設の完成時点とします。 

2)飛行場の施設の供用 

施設の供用が定常状態となり、適切に予測できる時期とします。 

予測の手法 

海域植物の重要な種や主要なホンダワラ藻場について、対象事業の特性

に基づき、分布域または生育環境に及ぼす改変の程度を踏まえ、類似の事

例や既存の知見等を参考に、対象事業の実施等が海域植物に及ぼす影響を

定性的に予測します。 
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  2) 予測方法 

  (a) 予測項目の選定 

施設の存在及び供用における、海域植物の予測の概要を示した表-6.14.20から、

予測項目を検討するために図-6.14.10を作成しました。 

この検討から、飛行場及びその施設の存在については港湾施設の存在に伴う生

育環境の減少、波浪、流れの変化、砂の移動（漂砂）が、飛行場の施設の供用に

ついては水の汚れ、訓練用車両・船舶の航行が考えられます。よって、これらを

予測項目として選定し、表-6.14.21に示します。また、予測の前提を表-6.14.22

に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.14.10 施設の存在及び供用における海域植物に係る予測項目の検討 

 

生育環境の減少

波浪、流れの変化

【飛行場及びその施設の存在】

【飛行場の施設の供用】
水の汚れ

影響要因
海域植物の重要な種に
及ぼす影響の予測項目

訓練用車両・船舶の航行

砂の移動（漂砂）
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表-6.14.21 施設の存在及び供用における海域植物に係る予測項目の選定 

影響要因 予測項目 

飛行場及びその施設の存在 

生育環境の減少 

波浪、流れの変化 

砂の移動（漂砂） 

飛行場の施設の供用 
水の汚れ 

訓練用車両・船舶の航行 

 


